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「チャートを見ながら銘柄シートへセット」 ﾆｭｰﾗﾙﾈｯﾄｼｽﾃﾑ㈱

チャートを順番に見ながら、気になる銘柄のみをピックアップし、ユーザー銘柄シー
トへセットする方法を解説します。

■「絞り込み検索結果」からの「分析チャート」を使います。
「絞り込み検索」をクリックします。
「６１．検索対象銘柄選択」から「日経平均採用銘柄」を選択し、「選択実行」をクリ
ック。

「８０．検索結果」から「読込」をクリック
続けて、「分析チャート」をクリック
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■分析チャートが表示されます。
「分析チャート」の「機能」から「銘柄自動表示設定」をクリック

以下の画面が表示されます。

一度に３つのシートへそれぞれ銘柄をセッ
トできます。

待機秒数とは、
次の銘柄を表示するまでに待つ秒数を入力します。
「３」の場合は３秒経過後、次の銘柄を表示します。
「０．５」の場合は、０．５秒後に次の銘柄を表示します。

開始・・・設定した内容でスタートします。
中止・・・処理を一時中止します。表示されている銘柄でストップします。
閉じる・・この「銘柄自動表示設定」の画面を閉じます。

ユーザー銘柄シートへの番号入力
一度に３つのシートへ銘柄をセットする事ができます。
ユーザー銘柄シートに登録したい番号を入力します。
１～９９９９までです。

登録をクリックする事によりその銘柄シートへ表示されている銘柄がセットされます。
※登録を押さないとシートへは書き込みません。
１つのシートのみに書き出す場合は、３つあるうちの一番上のみにシート番号を入力
し、その項目の登録をクリックします。
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■例．以下のようにセットしてから開始をクリックします。

設定内容
銘柄の順送りは５秒後、
気になる銘柄を１番シート、２番シート、３番シートへそれぞれ書き込みます。

開始をクリックすると、銘柄が５秒ごとに順次変化します。
注目銘柄が表示されたらそれぞれのシートへの登録を押します。

今回は
１８１２が表示されたら、１番シートへ、登録をクリックします。
１９６３が表示されたら、２番シートへ、登録をクリックします。
２００２が表示されたら、３番シートへ、登録をクリックします。

それぞれ書き出します。



- 4 -

以下のように表示されます。

登録をクリックすることによりシートに書
き込まれます。
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■１つ１つ銘柄をじっくり確認しながら、ユーザー銘柄へセットする方法
（手動で銘柄が順次変化します。）

中止をクリックします。銘柄が止まります。

「前銘柄」または、「次銘柄」をクリックし、注目した銘柄が表示されたら、「登録」を
クリックします。
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２５３１が表示された時に、三番目の登録をクリックしました。
ユーザー銘柄シートの３番にセットされます。

ユーザー銘柄管理から確認してみます。
「閉じる」をクリックしてください。

■ユーザー銘柄管理を表示させ、それぞれ１番、２番、３番を表示させてみます。

１番シート
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２番シート

３番シート

それぞれのシートに銘柄が確認できました。

■活用
絞り込み検索から色々検索をし、ある程度の銘柄数になったら使ってみましょう。
例えば、買いの条件で絞り込んだら、更に今回の機能を使いチャートを表示させ、目
で確認しながら、注目銘柄を分けます。
要買い候補は１番シート、やや買い候補は２番シート、次点は３番シートなどとい
った具合です。

３つのシートを全て設定しなくてもかまいません。１つのシートのみでもＯＫです。
この場合の登録は、一番上の項目のみを使い、２番目、３番目は使いません。
※登録を押してはいけません。

一番上の項目のみ使います。

下２つは使いません。登録を押してはいけません。


